
 
                                     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 
   

 

 

 

 
 

 

 

 
 
 

             
 

地域学校協働活動と   
キャリア教育の広報紙 

◆ こばやしスクールサポートボランティアセンター 【小林市社会教育課】 ℡22-7912 
◆ 小林市キャリア教育支援センター                      【小林商工会議所】          ℡23-4121 

学校向け 

裏に続きます。 

【協力】 西諸地区
森林組合 

※ とてもそう思う＋どちらかといえばそう思う  

◇ 課題や方向性が校内で共有されていない。 
◇ 課題や方向性の内容が、毎年繰り返されている。 
◇ 課題克服のための第一歩が踏み出せていない。 
 

紙屋中 平和学習 「朗読劇」 

実際の出撃の写真 

帽子を振っているのがお父さん 

【あらすじ】 遺書が届き、息子の最後の様子が知り
たいと、父親は知覧基地に向かいます。しかし、死ん
だと思っていた息子は、機体の故障で引き返し、明日
改めて出撃することになっていました。父子は最後の
夜を語り合って過ごします。翌日、息子は軍刀を父に
遺して出撃。戦死しました。 

終戦後、武器の供出を免れるため、父親は遺品の
軍刀を真っ二つに折ります。武器ではなくなった形見
の軍刀は、今も、実家で大切に保管されています。 

 

【劇団員】 戦争はどうして起きたのか、なぜしなけれ
ばならなかったのか、興味をもってください。 
【生徒代表】 当時の人々の思いを想像していました。
戦争について考えることは今後に繋がると思います。 
 

細野小 そばの種まき ４年生 

【瀬戸山会長】 スケッチ大会では賞状も準備します。 
いい絵を描いてください。 

【児童あいさつ】 初めてだったので、楽しかったし、う
れしかったです。 ありがとうございました。 

 

永久津小 租税教室 ６年生 



 
                             
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

 

  

 

                                      

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校向け７号 

細野中 生涯学び続けるための学習 西小林小 「鎌之手踊り」の練習 

永久津中 手話講座 

① 予測困難な時代に必要
な能力について話し合い、

学級ごとに発表しました。 ② 「2007年生まれは107歳
まで生きる確率が50％」という情報を受け、学ぶことの
意味を考えました。 ③ 80歳で宮崎東高校通信制課
程を卒業した女性を紹介したテレビ番組を視聴し、感
想をまとめました。 ④ 全校生徒が10グループに分か
れ、感想を共有しました。  
【３年生の感想より】 ◆ 学ぶことは何歳からでもいい
のだなと思った。 ◆ 今、学べることは当たり前じゃな
いんだと思いました。学ぶことの大切さや大変さについ
て、改めて深く考えることができました。  
◆ 何歳になっても、学ぼうとする意欲があれば勉強を
続けてもいいことが分かりました。 ◆ 77歳で高校に
入学するのは、勇気がいることだと思った。 ◆ 分か
るまで質問しているのがすごいと思った。  

 

【講師】 真方さん(左)と岡元さん
手話サークル「木の実会」 

 

３年生 

これまでに、実技を伴う活動を数多く参観しています
が、説明が長くて実際にやってみる時間が短いことも
あります。学校の規模にもよりますが、子どもたちが活
動する場面をできるだけ増やす工夫が望まれます。 

その為にも、活動の目的を明確にして、外部の指導
者に学校の希望を伝えることが大切です。「毎回、この
ようにやっているので…」ではなく、各学校の特色ある
取組に期待しています。 

３年生 

【歴史】 明治2年（1869年）、
鹿児島から西小林に移住し
た人々が、数少ない娯楽の
一つとして、苦しい開拓の合
間に鎌之手踊りを踊り継いで
きました。100周年記念式典
でも踊られ、数年前までは、

地区の敬老会などで子どもたちが踊ることもありました
が、今は途絶えています。 
 11月の創立150周年記念式典での復活をめざして、
３年生が取組を始めました。  

東さん 

東方小 ふれあい交流 ２年生 

こすもす支援学校２年生との
交流会。進行は東方小児童 

 

三松中 ボランティアの募集 


